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斜め写真測量を用いた火山地形解析
Terrain analysis of an active volcano using oblique photogrammetry
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火山噴火は爆発的噴火や溶岩の流出などにより多くの地形変化をもたらす．噴火とともに時々刻々と変化する地形を
リアルタイムに把握することは防災上極めて重要である．しかしながら，火山噴火時には航空機が火口上空を飛行する
ことができないため，航空レーザ測量や垂直写真を用いた計測が実施できない場合が多い．新燃岳 2011年噴火では航空
レーザ測量が実施できなかったため，斜め写真を用いた計測が実施された (佐々木・他, 2011)．佐々木・他 (2011)の手法
では立体視可能な２枚の写真が必要であるが，１枚の写真（単写真）を用いた計測システムも開発されており (佐々木・
他, 2012)，迅速な計測が可能になりつつある．本研究では複数の写真画像から 3次元モデルを作成し，地形再現性と火
山噴火時の活用について検討した．本研究で用いたシステムは，あるエリアを対象として撮影された大量の斜め写真か
ら画像相関により 3次元モデルを作成するものである．本研究では，新燃岳 2011年噴火の際に民生用カメラを用いて撮
影された写真を使用した．得られた 3次元モデルを用いて火口内溶岩の最高地点の標高を計測したところ，1,366 mとい
う値が得られた．これは佐々木・他 (2012)が示した写真測量や SARなどの解析により推定された値と矛盾のない結果で
ある．火山噴火では初期に形成された地形が，後の活動により覆われて消滅することがあるため，これらの地形をレー
ザ測量のような技術でモニタリングするのは困難である．民生用カメラで撮影した画像から 3次元データを作成する本
手法は，安価で迅速に大量の地形データが作成できるため，火山噴火時の地形変化をリアルタイムに把握できる可能性
がある．例えば，溶岩ドームが形成される噴火では，上空から毎日写真を撮ることで，成長速度や形態変化を把握する
ことが可能であり，火山防災のみならず火山学的にも有益な情報を得ることが期待される．
本研究で用いた写真は，鹿児島大学の小林哲夫教授から提供された．記して感謝いたします．
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